























腫瘍の内部に穿孔が生じていた。免疫染色では、desmin(+), α-smooth muscle 



























































































































































て、その部位にLight PERFIX Plug EL を挿入して周囲に固定し、外腹斜筋腱
膜の上から14×9cmのPARIETEX PROGRIP を用いてLichtenstein法にて修復
した。術後21か月が経過したが、再発を認めてはいない。
